	第6回まちの未来プロジェクト発言要旨　　03/12/10

 参考資料　　

　福島さん作成資料

　第5回目までの発言要旨一覧

　区民のつどいに向けてのスケジュール

　16年度青葉区民意識調査から関連資料

・20-39歳グループ：子育て世代　と40-59歳グループ　子育て終了世代　先々を考え始めている世代に分けて特徴をだした

・男性・女性に分けてのデータについて

女性がオピニオンリーダーではあるが、データとしては取れなかった（ストックなし）

・設問選択、組み合わせは福島の選択による

・バーなどの表示についての説明

■１　　問1　青葉区の魅力　　　問2　日々の生活の中での

問1　青葉区の魅力　

　　教育や文化の水準が高い--40Gが高い

　問2　日々の生活の中での

　　　世代間の違いが大きいものがある

　　　駅の送迎用駐車場-kiss&ride 　一時的パーキングが不足している—40G　⇔20G　は不満ではない

　　　　　　　　生活パターンの変化

　　　　　　　　若い人は車の生活ではない

　　　　　　　　経済的理由があるのでは

　　　駅の駐車場

　　　　　　　　送迎用との違いは興味がある　

　　　共通項もある　3つ　前回との差はなさそう

　　　SC,スーパー　　20G が不満に思っている　　

　　　　　　　　　　　女性だけにすると数値は変わるのでは

　　　　　　　　　　　買い物行動については検討の余地　SCは若い層では注目される問題　

　　　子育ての遊び場や子育て支援の施設

　　　　　　　　倍近い差が出ている　　年代別課題は顕著に表れる

　　　　　　　　男女別に出すと数値は変化する　　　　　　　　　　　男性からの課題とはならない項目

　　　　　　　　高齢化は若い層が入ればそれほど怖くない現象　　

若い人にも魅力的な青葉区を作る視点が必要
　　　高齢者のための施設

　　　　　　　　40Gは10%切っているのはなぜか？

　　　　　　　　高齢になるほど％は上がる
　　　　　　　　20Gは低いのは当然

　　　保育・幼稚園

　　　　　　　　20Gの％が大きい　　　20Gの中ではウェイトが大きい
　
■２　問3　身近な住環境について、心配なこと

世代間の差はあまりない

　　　異質なところ：自動車の騒音　　　　20Gの方が多いのはなぜだろう

　　　敷地の細分化：40Gは心配している（土地所有　財産意識　）

　　　　　　　　　　引き起こす将来の問題への想像力がないのでは？
　　　河川の汚れや臭い：20Gが40Gより多いのはなぜか？　

　　　　　　　　　　　　

■３　問19　居住地域の現在の課題や問題　・問20　居住地域の将来の課題や問題

　　　問19のグラフの並べ方はG40の多い順

　　問19　居住地域の現在の課題や問題　

　　　電車内の混雑　　どちらも多い問題

　　　高齢化による介護問題の深刻化：G40　　年代層でさらに多くなる

　　　　　介護保険制度をどうとらえているかによって分かれる

　　　　　余裕がある高齢者でも心配しているというのは、どうか・・・

　　　子どもが安心して遊ぶ場所の不足

　　　子ども減少による地域活力の低下

　　　高齢者や障害者の外出困難
　　　住宅の建て替えの増加
　　　バスの便の減少
問20　居住地域の将来の課題や問題

　　　高齢化による介護問題の深刻化：どちらも課題だと思っている

　　　子ども現象による地域活力の低下

高齢者や障害者の外出困難—どういう状況を外出困難ととらえるのかは？だが⇒外出支援施策はあるか？
■４　問29・問30

　　都心に近く通勤・通学などに便利

　　自然環境に恵まれている　　G20はそれほど重視していない

　　交通の便がよいを将来に望む傾向　　　-----------

　　近くにスーパーや店がある---------　要望が高くなる

　　　　　　　　　女性に限るともっと高くなるのでは　　　　　　　　　　　若い世代の女性が子育てなど

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スーパーなどの施設が必要では
　　病院や診療所が充実
　　趣味・余暇活動　

　　

　　高齢者・障害者の福祉サービスの充実　　G40は切実な願い　G20はそれほどでも　　・・当然

問30

　並べ替えから見えること

　上位5つぐらいは世代間ギャップは少ない

　都心に近く、通勤・通学に便利　　　　G20は期待が大きい

　高齢者・障害者の福祉サービスの充実　　

　学校や保育園・幼稚園が近い

問34　今後10-20年先を見据え、区が重点的に進めるべきこと

　世代間の差があるのは

　移動しやすいまちづくり
　手伝ってほしい人と・・仕組みづくり-------地域力への支援　施策
　若い世代の要望をまとめる必要がある
青葉区民会議の切り口を区民へ提示できるようにまとめていく
意見

・高齢者のための施設とは

　　イメージは回答者によって違うのでは

　　特養　老健

　　施設が多いとしても入れないのが実情

　　入れそうな所とは？　1億近い施設の宣伝が入っている

　　入れるところは少ない　　経済的には入れない？　

　　特養は施設キャパ、年収制限があるので入所できない

　　

・１P 

　　駅送迎用駐車場と駅周辺駐車場に分けて設問をした-違いがあるので設問を分けたが、そこから見えるものは

　　年代別によって違いが多いきいが？

・40Gはおくさんがご主人や子供を送迎で来るのが多いことが反映されている

　降ろす、ピックアップするが一時停車できるところが少ないことへの苦情

・30Gの子どもは駅への送迎はない　経済的に不満を持たない

・若い層は歩く人が多い　駅まで

・車所有率が各年代層で減少が始まっている　（パーソントリップ調査より）

・車利用率が減少し始めると将来が変わるかもしれない　　この部分の切り口が変わるかも
・通勤・通学のツールに何を使っているかの調査
・青葉区の車利用率は今高いが、20年後を想定にするなら切り口を変える必要がある
・駐車場への不満　

・買い物用の駅駐車は？

・SCが不便‐若者層で多いが、部会での話題では通販やネット購買に若い人は移行しているという話がでている　高齢者も宅配が増えているので、この項の不満は減るのではと考えているが

・ネットを使いこなしている層は？

・SC　スーパーが一緒は項目としては？

・スーパー・コンビニの項目の方が回答できるのでは

・東急電鉄との話の中から、大型店の閉店が地域に何を意味するか・・が話題に

・高齢者と保育を合体しては　　住居も合体したものを駅近に建設できないか？

・高齢者はコンビニ程度の規模が利用しやすいといことで東急が　マイバスケットというのを開店し始めている

・小さなスーパーが品ぞろえの不足で閉店

・コンビニが変わってきている　　ミニスーパー化している

・スーパーやコンビニの誘致は企業が考える　ことで　提案にはならない

・住んでいる人にとって周りに買い物ができる場があるとよい‐‐という提案ならよいのでは

・スーパーとショッピングセンターは想定されるものが違うと思える

・

・高齢化も若い層が入ってくれば怖くない・・そんな環境を作る

・大型店舗の撤退・・・まちづくりとして指摘しておく問題点

・店の形態とは関係なく必要　

・自分の生活体験・・通販などの形態　高齢者が使いやすいか？　まちの活性化は裏通りがあってグレイゾーンがあって、人が滞留する。　そこにお金が落ちて待ちが動き出す。そのようなまち　

きれいなまち　というより　きれいすぎるとまちが死ぬのではと思う

・まちなみきれいだとおもってきたが下町の雑踏　活気がないとおもう。　無いものねだり

・生活臭がないまち

・そういう町をつくろうという提案もあるのでは・・・隣近所の付き合いができるまちづくり

・どんなまちをつくりたいのか　聞いてみる

・20年後のまち　どう住みたいですか？と聞くわけで、宮崎さんが想定するようなまちも欲しいかと聞くのか？

・そんな街を欲しいと人はいうかもしれないけれど商店街はそれを望むのか

・区は行政区なので市レベルでの対応を待つしかない

・個人商店があった時代から、すたれて現在　さびしいまち、　ところどころにコンビニが現在

　これをどう活性化するのかが課題

・青葉台にある商店街はまだ残っていると感じている
・成城石井が撤退・・・　桜台あたりまでつながっている商店街

・商店街で買い物をしたい人がいる

・青葉台は商店テナントが回転している
・商店街の後ろの住宅街　購買層が

・地元で軽い食事ができない　　　・・・・どの地域か？

・すすき野の　八百屋さんが頑張っている　　裏通りを構成している　つなげたい　　

・たまプラーザテラスについて　商店街を普通は望んでいるのに、テラスを建設したのは理由があるはず
・三井不動産　店を平屋で建設　　　　・・・生活臭のないまちづくり
・昔風のまちを望んでいるのは　誰？　ビジネスにならない？
・金の使い方のロジックが分からない

・福祉保健計画でも　地域には弁当やが欲しい　そこが宅配してほしい　　弁当屋は出店してもよい・・という展開が地域ではあるが・・・　お互いが生活できるようなまちづくり　

・福祉や交通が大きな課題ではないのか

・20年後どうなってほしいかに焦点を絞って聞く時にイメージするものとして、美しい街並みなのか？
若い人に来てもらうためにはどうするのか・・を考える必要がある・

美しい街並みとか整然とした街並みと今まで考え反映してきたが、みんながいっているのは近くにコンビニ・・といった生活臭もあるまち・・となるとゴミゴミしたまちになるのでは。それで人は来るのか？

街に溶け込んだようなコンビニを考えるのか・　コンビニはコンビニのデザインで入って来る。

・商店街といったエリア分けも必要、　街並みとしては景観が大切だが、西区や中区と比較すると、街はきれいだと思う。エリア分け、人が集まる、あまりにも街がきれいすぎて人が滞留しない。駅から家に帰るだけの街。子どもが興味を示す場所がない。映画館もない

・スーパーから話が広がっているが私たちはデベロッパーではない

　どんなニーズがあるかを抑えておく必要がある

・あるエリアにそういう場所があればいい。　きれいなところとそうでないところがあってよい。表に出す必要はない。　景観~考えて

　門を入ったらこんな場所もあります・・が活性化につながるのでは
・生まれた時から全てがある世代にとっては、どんな街が欲しいのか？

・ノスタルジーと生活利便性
・子どもたちの行動範囲　　子どもたちが施設訪問をして高齢者と話す機会があった。

・つなげる仕組み作りは誰もが欲しい
・高齢化対策　現実の課題・・・・・青葉区はどうあればよいのか

・高齢者施設は本当に不便か？　　有料老人ホーム　月に７０万も必要なところもある　良いのは分かっているが入所できない

　夫婦で入ることができるのか（男女長寿）
　　　数は市内一多い

　　　入れるところは？　どの程度の施設に安心して入ることができるのか

・施設を作っていく必要がある

　　　大規模団地の建て替えで、老人施設への転換を検討していほしい

・老人施設が足りない　絶対量が足りない　⇔年少者が入居してこないと。困る。保育年、幼稚園、小学校の確保が必要

・

・保育園　待機児童対策は？

東京だったら待遇がよさそうで移動をしてしまう

・高齢化・・・年少者がいなければ元気な高齢者ではおれない

・待機児童対策　　　　認可保育園　

・待機児童対策への予算のかけ方？バランスは

　　施設建設は施策で対応

各区プロジェクトを立ち上げる　　H２３

住宅地への
既存保育園の拡充　

待機児童　　潜在待機児童は多い

３－４年で待機児童をなくす

・グループホームも保育園も規制緩和が必要

　　　⇒ビジネスチャンスがある
・０歳・１歳児の保育の需要はおおきい⇒ビジネスチャンス

・年長になるとそれほどでも　　年齢層による需要のバランスが悪い

・子育てしやすいまち
・活動的な子育て世代　⇒出入りが激しい

・幼稚園に入るまでが大変

・青葉区単独でできるもの　それ以外を分ける？

・青葉区から発信して市や国を動かせればよい

・東急は業務代行一式方式で表面をやってきたのだから、上（高層）をやればよい。


・区民に投げかける切り口を提示

　３丁目の夕日で若い人を呼べるのか・

　青葉区は子育てしやすいまちのイメージで入居する人が多いが移動しやすい

　　　人との関係が希薄　地域での子育てができない　不安

　　　街並みがきれいー感覚的にきれい・・・　でも人はいない　支え合いができていない

　　　

・支え合うという考えを２０代は望むのか？
・地域ではこのような話は多い　社協をやっていると、ボランティアが若いお母さんたちを集めて広場で教え合いをしている。１つのテーブルに２０家族ぐらい来る。それが２か所ぐらいある。それでも間に合わない。

　若いお母さんたちがリンクできると思ってこられるが、公園デビューみたいなことができない。共稼ぎが多い。子育てでの悩みをボランティアが聞いてあげる　そんな場所が必要になっている。地域のおじいちゃん、おばちゃん役が居なくなっている。

・多世代交流の場が必要になっているのか

・ボランティアが必要になっている

・幼稚園に入るまでが大変な状況

・幼稚園に入るとそこでイベントに連れて行ってもらえるが、それまでは行くところがない。

・若い人にはいってきてもらうことへ重点的に検討するのかどうかを決めてはどうか

・少子高齢化は避けられないが高齢化だけに対応するのではなく多世代への対応を検討する

・この対応方法への切り口は

・どの項目で議論を深めるか方向を決めてはどうか

・区プランの切り口

・次世代への贈り物の切り口

・その中で特に重点的に取り上げたらよいのか

・

；；；；；；；；

コンパクトシティ構想はなかった

高齢化が進んでいる

若い層もいる

２０年後もヨコハマ都民だろう　　区民意識調査の動向から

近所にコンビニが必要という考えは本当なのか　　街並み　美しいまち　整然としたまち

どのようなまちを区民は望むのか　　住民主導で考えるのか・　東急の立ち位置は

東急にも　こういうまちだったら住み続けるよとか生活費の５割は地域でおとすよ（落とせる環境は？）

多世代混在のまち

子育て

どのようなアンケート項目を作ることができるか

このアンケートをもとに６月以降の広聴の切り口を作っていく

人に関するものをあがっている

２０年後に欠落してはならない視点に環境がある

環境の切り口で青葉区を考える　　青葉区は何か検討しているのか
雨水をためて　　鎌倉市

緑の視点から

　　環境のみどりとまちのみどり

地産地消の部分　地場産業を育て上げる視点は？

　　農業はもつのか　農地は２０年持つのか

　　農地は今資材置き場になっているところもある　　　・・生産農地なのか　市民菜園化されるのか

　　緑地保全は　　市街化調整区域化　なし崩し的に農地がなくなる

歯止めをかけたい　未来PTの視点として入れたい
３０％の緑被率を維持することは・・・理論武装が必要　感情的な緑を守ろうではなく・・
都会の一角だからこと　緑被率が

３０%の緑被率が下がる　イメージがわかない

議論は無駄なのか必要なのかやってみないと分からない

緑被率の経年写真を見た時、緑より、都市のあり方からみて何かを感じる

市街化調整区域などの写真を見せてもらっても、さまざまなものがどう関係しているのか分かりにくい

自然環境が大切だというのを入れたい

地産地消に関して・・子どもたちへの食生活　安全な食生活へ

地産地消は食の供給が地域でできるということではない。　

　そこで作ったものを地域で売って商売になるのか？という意味

自給率を上げること？　

地域で全部まかなえるということはあり得ない

農家がいかに流通できるか　が課題

放棄農地　　・・・青葉区ではどの程度あるのか？　　広い？

区民に提示する切り口を考える
切り口を絞る

部会でやっていることへも連動して

部会へも降ろしていく　

これに関してはこの部会でアンケートをとってはという進め方もあり得る


	つどいとその後の展開のための視点　

切り口





住居と買い物行動　２０年後の姿は？





どう変わると想定しているのか





どんなまちに住みたいと考えているのか


　　現状と未来　


　　想定される負の部分を明確に提示して


　　意見を集めることが必要では





　　部会ごとに聞くポイントを絞って


　　アンケート調査を実施してはどうか











ハードをどうせよではなく青葉区民はこう住みたい・・という動向を提示する





青葉区内の交通体系　どう変わるか


　人口動態　地域移動


　








青葉区に生活臭のあるまちづくり？は


望んでいるのか











バリアフリー新法





若い世代は何を求めているのか








青葉区にlalaportは必要か


娯楽施設は必要か


駅前居酒屋裏通りといった街並みを望んでいるのか　ノスタルジーではないか


否　やはり必要？　


横浜都民であり続けるのなら、駅は住宅地への


通過点　





駅の機能として何をもとめているのかの


整理





地域活性＝交通網　＝商店街


　通勤体系の変化(フレックス、SOHO,


　　テレワーク）


　通勤通学者の減少


　





地産地消が意味するものの確認


　農業をするひとが生産流通できる環境を作ること





青葉区の考え方？





高齢者・障害者・・バリアフリー新法をどのように取り入れるか





多世代混在を望むのか　どうか


どのような形態でのぞんでいるのか





同居率は青葉区は高い





土地はいつまで価値があるのか


　土地を担保に老後を保障できるか


付加価値をどこで担保するのか


土地価格は下落し続けている





美しい街並み(保全)　⇔住み続けたい青葉区








多世代混在のためのハード整備として形態は


場所は


　コンパクトシティ構想


　東急の駅前


　商店街














アンケート項目





・質問項目は具体的なものを


　どの分野？か


・何を目指した質問か確定しておく


・なぜその質問をするのか　裏は？








規制緩和の提言


　青葉区らしい規制緩和とは








歯止めをかけたい　未来PTの視点として入れたい











若い層が住みやすい、住みたいと感じる環境は何か？


意識調査からはまだ見えない


子育てグループへのアンケート





年代層によって求めるものは本当に違うのか


同じものを求めていても（結果）、求める内容が違っているのか・⇒コンビニに何を各年代層は求めているのか











ソフト面での仕組みづくり


　　福祉保健計画では？？





青葉区に生活臭のあるまちづくり？は


望んでいるのか

















ソフト面での仕組みづくり


　　福祉保健計画では？？
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